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一

雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
『
封
診
式
』

一
九
七
五
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
、
湖
北
省
雲
夢
県
西
郊
の
睡
虎
地
墓
地
で
、
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
棺
内
か
ら
一
千
一
百
余
枚
の
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
（
孝
感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一
号
秦
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
六
期
掲
載
。
同
「
簡
報
」
所
載
「
竹
簡
出
土
位
置
図
」
参
照
。）。

発
見
さ
れ
た
竹
簡
の
う
ち
、『
秦
律
十
八
種
』（
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
が
つ
け
た
仮
称
。
全
二
百
一
簡
。「
竹
簡
出
土
位
置
図
」

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

一

(一
五
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の
丁
・
戊
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。）
は
十
八
種
類
百
八
条
の
律
文
で
あ
り
、『
效
律
』（
原
題
は
『
效
』。
全
六
十
簡
。「
出
土
位
置
図
」

の
辛
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。）
は
效
律
の
二
十
二
条
の
条
文
で
あ
り
、『
秦
律
雑
抄
』（
整
理
小
組
が
つ
け
た
仮
称
。
全
四
十
二
簡
。

「
出
土
位
置
図
」
の
辛
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。）
は
二
十
七
条
の
律
文
で
あ
り
、『
法
律
答
問
』（
整
理
小
組
が
つ
け
た
仮
称
。
全
二
百

十
簡
。「
出
土
位
置
図
」
の
丙
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。）
は
律
文
を
解
釈
す
る
百
八
十
七
条
の
問
答
で
あ
る
（
籾
山
明
「
雲
夢
睡
虎
地

秦
簡
」
滋
賀
秀
三
編
『
中
国
法
制
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』

文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。
第
二
章
第
一
節
）。

発
見
さ
れ
た
竹
簡
の
『
編
年
記
』（
整
理
小
組
が
つ
け
た
仮
称
。
全
五
十
三
簡
。「
出
土
位
置
図
」
の
甲
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。）

の
記
述
か
ら
、
十
一
号
秦
墓
の
墓
主
は
「
喜
」
と
い
う
名
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
喜
は
、
秦
の
昭
王
の
四
十
五
年
（
前
二
六
二
）
に

関
法

第
七
〇
巻
五
号

二

(一
五
七
三
)

｢発掘簡報」所載「竹簡出土位置図｣



生
ま
れ
、
始
皇
帝
の
七
年
（
前
二
四
〇
）
に
南
郡
の
鄢
県
（
現
在
の
湖
北
省
宜
城
県
の
南
東
）
の
令
史
（
書
記
官
）
と
な
り
、
同
十
二
年

（
前
二
三
五
）
に
鄢
県
で
裁
判
を
担
当
す
る
係
り
と
な
り
（
原
文
。
治
獄
鄢
。）、
同
三
十
年
（
前
二
一
七
）
頃
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
発
見
さ
れ
た
竹
簡
は
、
紀
元
前
三
世
紀
後
半
の
秦
朝
の
県
の
裁
判
を
担
当
し
た
人
物
の
所
有
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
籾
山
前

掲
）。発

見
さ
れ
た
竹
簡
の
中
に
、『
封
診
式
』
と
い
う
原
題
を
持
つ
全
九
十
八
枚
の
竹
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
竹
簡
出
土
位
置
図
」
の
乙
の

位
置
に
置
か
れ
て
い
た
。
二
十
五
の
節
に
分
か
れ
、
各
節
の
冒
頭
に
小
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
の
二
節
を
除
き
、
残
り
の

二
十
三
節
は
、
犯
罪
事
件
に
関
す
る
公
文
書
の
文
例
で
あ
る
（
籾
山
前
掲
）。
た
だ
し
、「
経
死
」
と
い
う
小
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

第
二
十
節
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
公
文
書
の
文
例
の
後
に
、
首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
封
診
式
』
の
「
封
」

は
被
疑
者
の
財
産
を
差
し
押
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
診
」
は
検
験
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
式
」
は
公
文
書
の
書
式
の
意
味
で

あ
る
か
ら
、「
封
診
式
」
と
は
、
差
し
押
え
や
検
験
を
行
う
時
に
作
成
す
る
公
文
書
の
書
式
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
冨
谷
至
『
秦
漢
刑
罰

制
度
の
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
九
八
年
。
五
頁
）。

二

『
封
診
式
』
の
「
経
死
」
節

『
封
診
式
』
の
第
二
十
節
「
経
死
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
封
診
式
』
は
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓

竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
釈
文
を
見
た
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
同
書
の
「
注
釈
」
及
び
「
訳
文
」、

秦
簡
講
読
会
「『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
釈
註
初
稿
、
承
前
⚖
、
封
診
式
」（『
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
第
十
五
巻
第
一
号
、
文
学
研

究
科
篇
掲
載
、
一
九
八
三
年
）、
早
稲
田
大
学
秦
簡
研
究
会
「
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
封
診
式
」
訳
注
初
稿
（
一
）
～
（
六
）」（『
史

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

三
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滴
』
第
十
三
号
～
第
十
八
号
掲
載
、
一
九
九
二
年
～
一
九
九
六
年
）、
籾
山
明
『
中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
）
第
二
章
・
第
四
章
を
参
考
に
し
た
。

【和
訳
】

首
つ
り
死

（
県
丞
か
ら
県
令
へ
の
。
佐
立
注
。
以
下
同
じ
。）
報
告
書
（
原
文
。
爰
書
）。「
某
里
の
里
長
（
原
文
。
典
）
の
甲
が
「
里
人
で
あ
る

無
爵
の
平
民
（
原
文
。
士
五
）
の
丙
が
そ
の
家
で
首
を
吊
っ
て
死
ん
で
い
ま
す
。
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
報
告
に
来
ま
し
た
。」
と
言

い
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
令
史
（
県
の
書
記
官
）
の
某
に
命
じ
て
検
屍
に
赴
か
せ
ま
し
た
。
令
史
某
の
報
告
書
。「
牢
隷
臣
（「
隷
臣
」
は
官

府
の
雑
役
に
従
事
す
る
徒
刑
囚
。「
牢
隷
臣
」
は
牢
獄
の
雑
役
に
従
事
す
る
隷
臣
。）
の
某
と
と
も
に
、
里
長
の
甲
、
丙
の
妻
及
び
娘
を
立

ち
会
わ
せ
て
、
丙
の
遺
体
を
検
験
し
ま
し
た
。
丙
の
遺
体
は
、
そ
の
家
の
東
室
の
中
の
北
壁
の
た
る
き
に
懸
か
っ
て
い
て
、
顔
は
南
に
向

い
て
い
ま
し
た
。
親
指
ほ
ど
の
太
さ
の
麻
縄
で
、
輪
を
作
っ
て
首
を
繋
け
て
い
ま
し
た
。
輪
の
結
び
目
は
首
の
後
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
縄

の
上
端
は
た
る
き
に
結
ば
れ
、
二
周
し
て
縄
を
結
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
結
ん
だ
余
り
の
縄
の
長
さ
は
二
尺
（
一
尺
は
二
十
三
セ
ン
チ
。）

で
し
た
。
頭
の
上
か
ら
た
る
き
ま
で
は
二
尺
あ
り
、
足
は
地
面
か
ら
二
寸
浮
い
て
お
り
、
頭
と
背
中
と
は
壁
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
舌
が

く
ち
び
る
ま
で
出
て
お
り
、
下
に
糞
尿
を
も
ら
し
、
両
脚
を
汚
し
て
い
ま
し
た
。
縄
を
解
く
と
、
そ
の
口
鼻
か
ら
深
く
た
め
息
を
つ
く
よ

う
に
空
気
が
出
ま
し
た
。
首
に
つ
い
た
縄
の
跡
は
、
鬱
血
し
て
お
り
、
首
の
後
ろ
で
二
寸
、
と
ぎ
れ
て
い
ま
し
た
。
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

他
に
は
武
器
、
刄
、
木
棒
、
縄
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
る
き
は
、
太
さ
は
一
囲
（「
囲
」
は
両
手
で
つ
か
む
太
さ
。）、
長
さ
は

三
尺
、
地
面
の
土
台
（
原
文
。
堪
）
か
ら
西
へ
二
尺
離
れ
て
お
り
、
土
台
の
上
で
縄
を
た
る
き
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
面
が
堅
く
、

関
法
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人
が
動
い
た
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
縄
の
長
さ
は
一
丈
（
一
丈
は
二
・
三
メ
ー
ト
ル
）。
生
絹
の
肌
着
、
は
か
ま
を
そ

れ
ぞ
れ
一
着
、
身
に
つ
け
て
お
り
、
は
だ
し
で
し
た
。
検
屍
を
終
え
て
す
ぐ
に
、
里
長
の
甲
及
び
丙
の
娘
に
命
じ
て
、
丙
の
遺
体
を
県
の

法
廷
に
運
ば
せ
ま
し
た
。」」

検
験
は
必
ず
、
ま
ず
は
慎
重
に
、
残
さ
れ
た
痕
跡
を
詳
し
く
観
察
す
る
。
当
然
、
自
身
が
遺
体
の
あ
る
現
場
に
赴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
場
で
は
、
す
ぐ
に
縄
の
結
び
目
を
観
察
す
る
。
も
し
、
縄
を
結
ん
だ
と
さ
れ
る
位
置
に
縄
を
通
し
た
跡
が
あ
れ
ば
、
次
に
、
舌
が

出
て
い
る
か
出
て
い
な
い
か
、
頭
と
足
と
が
、
縄
を
結
ん
だ
位
置
及
び
地
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
ぐ
ら
い
離
れ
て
い
る
か
、
糞
尿
を
も
ら

し
て
い
る
か
否
か
を
観
察
す
る
。
次
に
、
縄
を
解
き
、
口
鼻
か
ら
空
気
が
深
い
た
め
息
の
よ
う
に
出
る
か
否
か
を
観
察
し
、
そ
し
て
、
縄

の
跡
の
鬱
血
の
状
態
を
観
察
す
る
。
首
に
結
ん
だ
縄
か
ら
頭
を
ぬ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
試
し
て
み
て
、
ぬ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

次
に
、
着
物
を
脱
が
せ
て
、
身
体
、
頭
髪
の
中
、
肛
門
及
び
陰
部
（
原
文
。
篡
。）
を
こ
と
ご
と
く
観
察
す
る
。
舌
が
出
て
お
ら
ず
、
口

鼻
か
ら
空
気
が
深
い
た
め
息
の
よ
う
に
出
ず
、
縄
の
跡
が
鬱
血
し
て
お
ら
ず
、
首
に
結
ん
だ
縄
が
き
つ
く
て
頭
を
ぬ
く
こ
と
が
で
き
な
い

な
ら
ば
、
首
つ
り
死
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
も
し
死
ん
で
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
れ
ば
、
口
鼻
か
ら
空
気
が
深
い
た
め
息

の
よ
う
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
自
殺
す
る
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
。
同
居
人
に
質
問
し
て
、
自
殺
の
理
由
を
答
え
さ
せ

る
。

【原
文
】

経
死
。
爰
書
。
某
里
典
甲
曰
、
里
人
士
五
（
伍
。
整
理
小
組
に
よ
る
読
み
替
え
。
以
下
同
じ
。）
丙
、
経
死
其
室
、
不
智
（
知
）
故
、
来

告
。
・
即
令
令
史
某
往
診
。
・
令
史
某
爰
書
。
与
牢
隷
臣
某
、
即
甲
丙
妻
女
診
丙
。
丙
死
（
屍
）
縣
其
室
東
内
中
北
廦
権
、
南
郷
（
嚮
）。

以
枲
索
大
如
大
指
、
旋
通
繋
頸
、
旋
終
在
項
。
索
上
終
権
、
再
周
結
索
、
餘
末
袤
二
尺
。
頭
上
去
権
二
尺
、
足
不
傅
地
二
寸
、
頭
北

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

五
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（
背
）
傅
廦
。
舌
出
齊
唇
吻
、
下
遺
矢
弱
（
溺
）、
汚
両
卻
（
脚
）。
解
索
、
其
口
鼻
気
出
渭
（
喟
）
然
。
索
迹

（
椒
）
鬱
、
不
周
項
二

寸
。
它
度
毋
（
無
）
兵
刃
木
索
迹
。
権
大
一
囲
、
袤
三
尺
、
西
去
堪
二
尺
、
堪
上
可
道
終
索
。
地
堅
、
不
可
智
（
知
）
人
迹
。
索
袤
丈
。

衣
絡
襌
襦
帬
各
一
、
踐
？
。
即
令
甲
女
載
丙
死
（
屍
）
詣
廷
。
診
必
先
謹
審
視
其
迹
、
當
獨
抵
死
（
屍
）
所
、
即
視
索
終
。
終
所
黨
有
通

迹
、
乃
視
舌
出
不
出
、
頭
足
去
終
所
及
地
各
幾
可
（
何
）、
遺
矢
弱
（
溺
）
不
殹
（
也
）。
乃
解
索
、
視
口
鼻
渭
（
喟
）
然
不
殹
（
也
）。

及
視
索
迹
鬱
之
状
。
道
索
終
所
試
脱
頭
、
能
脱
、
乃
？
某
衣
、
盡
視
某
身
、
頭
髪
中
及
篡
。
舌
不
出
、
口
鼻
不
渭
（
喟
）
然
、
索
迹
不
鬱
、

索
終
急
、
不
能
脱
、
？
死
難
審
殹
（
也
）。
節
（
即
）
死
久
、
口
鼻
或
不
能
渭
（
喟
）
然
者
。
自
殺
者
必
先
有
故
。
問
其
同
居
、
以
合

（
答
）
其
故
。（「
・
」
点
は
原
簡
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
符
号
。
？
は
一
文
字
不
明
を
表
す
。
句
読
点
は
、
整
理
小
組
の
釈
文
の
句
読
点
を

変
え
た
所
が
あ
る
。
簡
番
号
は
省
略
し
た
。）

【訓
読
】

経
死爰

書
。
某
里
の
典
の
甲
曰
く
、
里
人
の
士
伍
の
丙
、
其
の
室
に
経
死
す
。
故
を
知
ら
ず
。
来
り
て
告
ぐ
。
と
。
・
即
ち
令
史
の
某
を
し

て
往
き
て
診し

ら

べ
し
む
。
・
令
史
の
某
の
爰
書
。
牢
隷
臣
の
某
と
と
も
に
、
甲
・
丙
の
妻
・
女
を
即つ

か
し
め
て
丙
を
診み

る
。
丙
の
屍
は
其
の

室
の
東
内
の
中
の
北
廦
の
権
に
縣か

か
り
、
南
に
嚮む

く
。
枲
索
の
大ふ

と

さ
大
指
の
如
き
を
以
て
、
旋
通
し
て
頸
を
繋
く
。
旋
終
は
項
に
在
り
。

索
上
は
権
に
終む

す

び
、
再
周
し
て
索
を
結
ぶ
。
餘
末
は
袤な

が

さ
二
尺
。
頭
上
は
権
を
去
る
こ
と
二
尺
、
足
は
地
に
傅つ

か
ざ
る
こ
と
二
寸
、
頭
背

は
廦
に
傅
く
。
舌
出
で
て
唇
吻
に
斉ひ

と

し
。
下
に
矢
溺
を
遺お

と

し
、
両
脚
を
汚
す
。
索
を
解
く
に
、
其
の
口
鼻
よ
り
気
出
で
て
喟
然
た
り
。
索

迹
は
椒
鬱
し
、
項
を
周
ら
ざ
る
こ
と
二
寸
。
它
は
度
る
に
兵
・
刃
・
木
・
索
の
迹
無
し
。
権
の
大ふ

と

さ
は
一
囲
、
袤な

が

さ
三
尺
、
西
に
堪
を
去

る
こ
と
二
尺
、
堪
上
に
て
道
び
き
て
索
を
終む

す

ぶ
可
し
。
地
、
堅
く
、
人
迹
を
知
る
可
か
ら
ず
。
索
の
袤な

が

さ
は
丈
。
絡
の
襌
襦
・
帬
各
々
一
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を
衣き

る
。
踐
？
な
り
。
即
ち
甲
・
女
を
し
て
丙
の
屍
を
載
せ
て
廷
に
詣
ら
し
む
。
と
。
と
。

診
は
必
ず
先
ず
謹
ん
で
其
の
迹
を
審
視
す
。
当
に
独み

ず
から

屍
所
に
抵い

た

る
べ
し
。
即
ち
索
終
を
視
る
。
終
所
、
党も

し
通
迹
有
れ
ば
、
乃
ち
舌

出
づ
る
か
出
で
ざ
る
か
、
頭
足
、
終
所
及
び
地
を
去
る
こ
と
各
々
幾
何
か
、
矢
溺
を
遺
す
や
不い

な

や
を
視
る
。
乃
ち
索
を
解
き
、
口
鼻
喟
然

た
り
や
不い

な

や
を
視
る
。
及
び
索
迹
の
鬱
の
状
を
視
る
。
索
の
終
所
道よ

り
試
み
に
頭
を
脱
せ
ん
と
し
、
能
く
脱
す
れ
ば
、
乃
ち
其
の
衣
を
？
、

尽
く
其
の
身
、
頭
髪
中
及
び
篡
を
視
る
。
舌
出
で
ず
、
口
鼻
喟
然
た
ら
ず
、
索
迹
、
鬱
せ
ず
、
索
終
、
急
に
し
て
脱
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、

？
死
は
審
ら
か
に
し
難
き
な
り
。
即も

し
死
し
て
久
し
け
れ
ば
、
口
鼻
或
い
は
喟
然
た
る
能
わ
ざ
る
者
あ
り
。
自
殺
す
る
者
は
必
ず
先
に
故

有
り
。
其
の
同
居
に
問
い
、
以
て
其
の
故
を
答
え
し
む
。

こ
の
「
経
死
」
節
は
、
令
史
某
の
爰
書
（
報
告
書
）
を
記
載
し
た
爰
書
と
、
首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
を
記
し
た
部
分
と
の
二
つ
の
部

分
か
ら
成
る
。
令
史
某
の
爰
書
を
記
載
し
た
爰
書
は
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
丞
か
ら
県
令
に
あ
て
た
報
告
書
で
あ
ろ
う
。
令
史
某

の
爰
書
は
、
令
史
某
か
ら
県
丞
に
あ
て
た
報
告
書
で
あ
ろ
う
。

里
長
が
県
に
、
里
人
が
首
つ
り
死
体
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
墓
主
の
喜
が
活
躍
し
た
当
時
の
秦
朝
で
は
、
自
殺
し
た

人
の
家
族
が
、
官
吏
に
報
告
せ
ず
に
そ
の
遺
体
を
埋
葬
す
れ
ば
、
罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
か
ら
発

見
さ
れ
た
竹
簡
の
『
法
律
答
問
』
の
第
六
十
五
節
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
法
律
答
問
』
は
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
前
掲
）
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
釈
文
を
見
た
。
和
訳
に
当
た
っ
て
は
、
同
書
の
「
注
釈
」
及
び
「
訳
文
」、
秦
簡
講
読
会
「『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

釈
註
初
稿
、
承
前
⚔
、
法
律
答
問
（
上
）」（『
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
第
十
三
巻
第
一
号
、
文
学
研
究
科
篇
掲
載
、
一
九
八
一
年
）、
松

崎
つ
ね
子
『
睡
虎
地
秦
簡
』（
明
徳
出
版
社
、
平
成
十
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て
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【和
訳
】

あ
る
人
が
自
殺
し
ま
し
た
。
そ
の
家
族
が
官
吏
に
報
告
せ
ず
に
、
す
ぐ
に
そ
の
遺
体
を
埋
葬
し
ま
し
た
。
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
死
ん
だ

人
に
は
妻
子
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
妻
子
を
没
官
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
自
殺
を
報
告
せ
ず
に
埋
葬
し
た
と
き
は
、
よ
ろ
い
一

つ
分
の
金
額
の
罰
金
を
科
し
ま
す
。

【原
文
】

或
自
殺
。
其
室
人
弗
言
吏
、
即
葬
貍
（
薶
。
整
理
小
組
に
よ
る
読
み
替
え
）
之
。
問
死
者
有
妻
子
。
當
収
。
弗
言
而
葬
、
當
貲
一
甲
。

【訓
読
】

或
ひ
と
自
殺
す
。
其
の
室
人
、
吏
に
言
わ
ず
、
即
ち
之
れ
を
葬
薶
す
。
問
う
に
死
者
、
妻
子
有
り
。
収
に
当
つ
や
。
言
わ
ず
し
て
葬
る

は
、
貲
一
甲
に
当
つ
。

こ
の
文
か
ら
、
秦
朝
で
は
、
自
殺
し
た
と
思
わ
れ
る
人
の
遺
体
を
、
そ
の
家
族
が
官
吏
に
報
告
せ
ず
に
埋
葬
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
遺
体
を
検
験
し
て
、
本
当
に
自
殺
な
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

現
代
の
法
医
学
の
知
見
と
の
比
較

前
節
に
紹
介
し
た
『
封
診
式
』
の
「
経
死
」
節
に
記
さ
れ
て
い
る
首
つ
り
死
体
に
関
す
る
知
見
は
、
現
代
の
法
医
学
の
知
見
に
照
ら
し

て
、
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
、
賈
静
涛
『
中
国
古
代
法
医
学
史
』（
群
衆
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
第
一
章

第
五
節
、
閻
暁
君
『
出
土
文
献
与
古
代
司
法
検
験
史
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
一
章
第
三
節
が
考
察
し
て
い
る
が
、
不
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十
分
な
点
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
現
代
の
我
が
国
の
法
医
学
の
文
献
を
利
用
し
て
、
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、「
令
史
某
の
爰
書
」
の
「
旋
通
し
て
頸
を
繋
く
。
旋
終
は
項
に
在
り
。
索
上
は
権
に
終む

す

ぶ
。

（
中
略
）
足
は
地
に
傅つ

か
ざ
る
こ
と
二
寸
。（
輪
を
作
っ
て
首
を
繋
け
て
い
ま
し
た
。
輪
の
結
び
目
は
首
の
後
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
縄
の
上

端
は
た
る
き
に
結
ば
れ
、（
中
略
）
足
は
地
面
か
ら
二
寸
浮
い
て
い
ま
し
た
。）」
と
い
う
記
述
か
ら
見
て
、「
丙
」
の
首
つ
り
死
体
は
、
現

代
法
医
学
の
所
謂
「
定
型
的
縊
死
」
に
当
た
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
定
型
的
縊
死
」
と
は
、「
索
条
は
左
右
対
称
で
、
そ
の
支
点
は

後
方
（
首
の
後
ろ
上
方
。
佐
立
注
。）
に
あ
り
、
か
つ
全
体
重
を
利
用
し
て
い
る
（
身
体
が
空
中
に
浮
い
て
い
る
。
佐
立
注
。）
も
の
」

（
石
津
・
高
津
監
修
『
標
準
法
医
学
』
医
学
書
院
、
二
〇
一
三
年
第
七
版
。
一
〇
四
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縊
死
以
外
の
縊
死
は
す

べ
て
「
非
定
型
的
縊
死
」
と
呼
ぶ
（
同
書
同
頁
）。

令
史
某
の
爰
書
に
「
索
迹
は
椒
鬱
す
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
前

掲
）
の
「
注
釈
」
に
拠
れ
ば
、「
椒
」
は
「
蹙
」

の
意
味
で
あ
り
、「
蹙
鬱
」
と
は
縄
が
首
を
圧

迫
し
た
箇
所
の
青
紫
色
の
内
出
血
を
指
す
、
と

い
う
。
こ
の
解
釈
自
体
は
正
し
い
と
考
え
る
け

れ
ど
も
、
現
代
の
法
医
学
の
知
見
で
は
、
縊
死

者
の
首
の
索
溝
に
は
溢
血
は
生
じ
な
い
の
が
通

常
で
あ
る
ら
し
い
。
浅
田
一
『
首
つ
り
と
窒
息

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

九

(一
五
六
六
)

A B

地面 地面

｢丙」はＢの状態で発見された｡

定型的縊死の図



死
』（
芹
田
東
光
社
、
昭
和
二
十
四
年
）
は
「
縊
死
者
の
頸
の
ヒ
モ
の
あ
と
は
つ
ゝ
た
ま
ゝ
死
ん
だ
場
合
、
全
体
重
又
は
之
に
近
い
重
量

で
圧
迫
さ
れ
、
其
の
直
下
の
血
管
が
貧
血
し
た
ま
ゝ
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
、
そ
こ
に
出
血
の
あ
ろ
う
筈
が
な
い
。（
中
略
）
一
般
に
生
前

の
キ
ズ
は
皮
下
に
血
が
出
て
凝
固
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
縊
死
の
索
溝
に
限
つ
て
、
マ
ツ
サ
オ
で
皮
下
出
血
が
な
い
の
で
あ
る
。」

（
三
十
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
井
上
剛
「
窒
息
各
論
」（
三
田
定
則
他
監
修
『
法
医
学
全
書
』
所
収
、
東
洋
書
館
、
昭
和
二
十
四

年
）
は
「
索
条
の
痕
（
縊
溝
を
意
味
す
る
。
佐
立
注
。）
は
、
原
則
的
に
は
常
に
、
全
く
蒼
白
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
良
く
注
意
し
て
観

る
と
、
其
上
下
両
縁
殊
に
上
縁
の
部
分
に
は
多
少
の
鬱
血
に
よ
る
変
色
が
あ
つ
て
、
稀
に
は
其
箇
所
に
甚
だ
軽
微
な
る
皮
下
溢
血
を
伴
つ

て
ゐ
る
事
も
あ
り
、
索
条
が
荒
く
綯な

は
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
更
に
一
層
稀
な
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
索
条
の
表
面
の
凹
ん
で
ゐ

る
部
分
に
一
致
し
て
、
蒼
白
な
る
縊
溝
の
内
部
に
も
甚
だ
微
か
な
皮
下
溢
血
が
、
不
規
則
な
斑
紋
状
に
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
認
め
得
る

事
も
あ
る
。」（
一
一
六
頁
）「
縊
溝
が
何
故
蒼
白
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
索
条
の
圧
迫
に
よ
つ
て
、
其
部
分
か
ら
血
液
が
駆
逐
せ
ら
れ
る

丈
で
な
く
、
皮
下
の
小
血
管
が
破
綻
し
て
も
、
索
条
が
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
限
り
、
皮
下
溢
血
を
起
す
こ
と
な
く
、
其
儘
死
亡
し
て
仕
舞
ふ
為

で
あ
る
。」（
一
一
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

「
経
死
」
節
の
後
半
部
分
、
即
ち
首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
を
記
し
た
部
分
に
、「
索
迹
の
鬱
す
る
の
状
を
視
る
。（
中
略
）
索
迹
、
鬱

せ
ざ
れ
ば
、（
中
略
）
？
死
は
審
ら
か
に
し
難
き
な
り
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
？
字
は
「
経
」
字
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
の
文
は

「
索
痕
が
溢
血
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
す
る
。
索
痕
が
溢
血
し
て
い
な
け
れ
ば
、
首
つ
り
死
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。」

と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
か
し
、
前
段
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
代
の
法
医
学
の
知
見
で
は
、
縊
死
者
の
首
の
索
溝
に
は
溢
血
は
生
じ
な

い
の
が
通
常
で
あ
る
。
浅
田
一
「
自
殺
か
他
殺
か
―
―
小
笛
事
件
」（『
犯
罪
学
雑
誌
』
第
二
巻
第
二
号
掲
載
、
一
九
二
九
年
）
は
「
縊
死

の
索
溝
は
じ
ー
わ
り
と
紐
を
頸
に
か
け
て
静
か
に
ぶ
ら
下
る
場
合
に
は
索
溝
は
蒼
白
の
儘
で
あ
つ
て
、
出
血
を
来
さ
な
い
事
が
多
い
。
即
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ち
縊
死
の
場
合
の
索
溝
で
は
蒼
白
で
出
血
が
な
い
か
ら
と
い
ふ
て
、
之
れ
を
死
後
に
ぶ
ら
下
げ
た
も
の
と
い
ふ
事
は
出
来
な
い
。
自
分
で

ぶ
ら
下
つ
て
も
蒼
白
な
索
溝
を
有
す
る
事
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
。」（
五
十
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
秦
朝
の
死
体
観
察
者
は
な
ぜ
、
縊
死
体
の
首
の
索
溝
が
溢
血
し
て
い
る
と
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
縄

索
で
圧
迫
さ
れ
た
皮
膚
自
体
の
青
灰
色
、
圧
迫
さ
れ
て
薄
く
な
っ
た
皮
膚
か
ら
透
け
て
見
え
る
筋
肉
層
の
色
、
縄
索
で
圧
迫
さ
れ
て
い
る

部
位
の
上
縁
の
皮
膚
下
に
死
後
、
血
液
が
集
蓄
し
て
生
じ
る
死
斑
を
索
溝
の
溢
血
と
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ホ
フ
マ
ン
著
・
片
山
国
嘉

訳
『
法
医
学
大
成
』（
秋
南
書
院
、
明
治
三
十
年
）
下
巻
第
二
冊
は
「
旧
時
の
書
籍
中
、
出
血
性
絞
溝
（「
絞
溝
」
は
こ
こ
で
は
「
縊
溝
」

を
意
味
す
る
。
以
下
同
じ
。
佐
立
注
。）
に
就
て
論
ず
る
者
あ
る
は
、
或
は
時
々
絞
溝
の
青
色
（
圧
迫
さ
れ
た
皮
膚
の
色
、
圧
迫
さ
れ
た

皮
膚
か
ら
透
け
て
見
え
る
筋
肉
層
の
色
。
佐
立
注
。）
を
溢
血
と
誤
認
し
、
或
は
往
々
其
屍
体
が
長
く
懸
垂
せ
ら
れ
し
際
、
常
に
絞
縊
部

の
上
縁
に
生
ず
る
鉛
青
色
の
辺
廓
を
溢
血
と
認
め
た
る
に
由
る
な
ら
ん
。
而
し
て
此
鉛
青
色
は
最
も
説
明
し
易
き
屍
体
現
象
に
し
て
、
頭

部
よ
り
低
流
す
る
血
液
が
絞
縊
部
に
集
蓄
し
、
茲
に
一
般
死
斑
に
就
て
見
る
如
き
皮
膚
の
変
色
を
起
す
に
基
因
す
る
一
種
の
就
下
充
血
に

外
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
。」（
四
一
三
丁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
を
つ
け
、
原
注
を
省
略
し
た
。）
と
述
べ
て
い
る
。『
法
医

学
大
成
』
は
、
一
八
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
法
医
学
教
授
H
ofm
ann
著
Lehrbuch
der
gerichtlichen
M
edicin

第
六
版
の
全
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
は
、
秦
朝
の
死
体
観
察
者
の
誤
認
を
笑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
西
欧
の
法
医
学
界
で
、

索
溝
に
溢
血
が
あ
れ
ば
、
生
前
に
生
じ
た
索
溝
と
判
定
で
き
る
、
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
田
中
祐
吉
『
法

医
学
講
義
』（
吐
鳳
堂
書
店
、
明
治
四
十
一
年
）
下
巻
は
「
縊
死
者
の
索
溝
を
検
し
て
、
生
前
に
生
じ
た
る
も
の
な
る
や
、
或
は
死
後
に

生
じ
た
る
も
の
な
る
や
を
判
定
せ
ん
が
為
め
、
ナ
イ
ヂ
ン
グ
N
eyding
氏
（
前
掲
『
法
医
学
大
成
』
下
巻
第
二
冊
四
四
三
丁
に
拠
れ
ば
、

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

一
一
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一
八
七
〇
年
発
表
の
論
文
を
指
す
。
佐
立
注
。）
は
、
生
前
に
縊
首
を
遂
げ
た
る
死
者
七
十
人
に
就
て
索
溝
部
の
皮
膚
を
鏡
検
せ
し
に
、

其
の
中
二
十
五
名
に
於
て
皮
膚
組
織
内
に
小
溢
血
を
呈
せ
る
こ
と
を
認
め
、
之
に
依
て
生
前
に
生
じ
た
る
索
溝
を
判
定
し
得
べ
き
こ
と
を

述
べ
た
り
。
然
れ
ど
も
、
ブ
レ
ン
メ
Brem
m
e
氏
は
、
毎
常
必
ず
し
も
小
溢
血
を
認
む
べ
き
も
の
に
非
ず
、
加
え
、
死
後
に
生
じ
た
る

索
溝
に
も
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
を
以
て
、
鑑
定
の
価
値
な
し
と
云
ひ
、
マ
シ
ユ
カ
、
ホ
フ
マ
ン
氏
等
も
之
れ
と
同
様
の
成
績
を
収
め
た
り
。

是
に
由
て
之
を
観
れ
ば
、
索
溝
の
（
中
略
）
組
織
内
の
溢
血
の
有
無
は
、
必
ず
し
も
生
前
及
び
死
後
の
縊
首
を
鑑
定
す
る
の
標
的
と
な
す

こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。」（
二
九
四
頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
を
補
っ
た
。）
と
記
し
て
い
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
我
が
国
で
も
、
溢
血
し
て
い
な
い
索
溝
が
死
後
の
索
溝
と
鑑
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
六
月
に
京
都
市
で
起
こ
っ
た
所
謂
「
小
笛
事
件
」
の
鑑
定
で
、
首
つ
り
死
体
の
頸
部
に
形
成
さ
れ
た
二
条
の

索
溝
の
う
ち
、
上
の
索
溝
は
皮
下
に
出
血
が
な
く
、
下
の
索
溝
は
皮
下
に
溢
血
が
あ
る
か
ら
、
上
の
索
溝
は
死
後
に
形
成
さ
れ
、
下
の
索

溝
は
生
前
に
形
成
さ
れ
た
、
即
ち
、
首
つ
り
死
体
は
、
絞
殺
さ
れ
た
後
で
首
つ
り
自
殺
を
装
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
鑑
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
下
の
索
溝
の
部
位
に
掛
け
た
帯
が
、
身
体
が
痙
攣
し
た
時
に
ず
れ
て
、
上
の
索
溝
の
部
位
に
移
動
し
た
た
め
、

下
の
索
溝
の
部
位
の
損
傷
し
た
血
管
か
ら
出
血
し
、
下
の
索
溝
に
溢
血
が
生
じ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
浅
田
前
掲
「
自
殺
か
他
殺
か

―
―
小
笛
事
件
」、
山
本
禾
太
郎
「
小
笛
事
件
」『
日
本
探
偵
小
説
全
集
11
、
名
作
集
⚑
』
所
収
、
創
元
推
理
文
庫
、
二
〇
一
五
年
。
初
出

は
昭
和
七
年
。）。

小
笛
事
件
の
実
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
縄
索
が
ず
れ
る
と
、
ず
れ
る
前
の
縄
索
の
痕
に
溢
血
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
（
広
田
東
治
・
川
村
正
夫
「
縊
死
索
溝
の
外
に
絞
殺
索
溝
と
相
似
た
る
索
溝
を
存
し
た
る
自
縊
例
」『
犯
罪
学
雑
誌
』
第
十
四
巻
掲
載
、

昭
和
十
五
年
）、
縊
死
体
の
首
の
索
溝
は
溢
血
し
て
い
る
と
い
う
、
秦
朝
の
死
体
観
察
者
の
知
見
は
、
全
く
の
誤
認
で
あ
る
と
は
言
え
な
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い
。
こ
の
知
見
の
間
違
い
を
あ
げ
つ
ら
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
紀
元
前
三
世
紀
と
い

う
早
い
時
期
に
、
縊
死
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
知
見
を
捜
し
求

め
た
、
秦
朝
の
死
体
観
察
者
の
精
神
に
こ
そ
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

令
史
某
の
爰
書
に
「
舌
出
で
て
唇
吻
に
斉ひ

と

し
。（
舌
が
く
ち
び
る
ま
で
出
て
い

ま
し
た
。）」
と
記
さ
れ
、
首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
を
記
し
た
部
分
に
「
舌
出
で

ざ
れ
ば
、（
中
略
）
？
死
、
審
ら
か
に
し
難
き
な
り
。（
舌
が
出
て
い
な
い
場
合
は
、

首
つ
り
死
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
浅
田

前
掲
『
首
つ
り
と
窒
息
死
』
が
紹
介
す
る
ブ
ル
ー
ア
ル
デ
ル
P.Brouardel:La

Pendaison（
一
八
九
七
）
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
縊
死
に
際
し
て
舌
は
い
つ
も
口

か
ら
お
し
出
さ
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
ブ
ロ
ア
ー
ズ
・
パ
レ
ー

A
m
broise
Paré（
一
五
一
〇
～
一
五
九
〇
）（
十
六
世
紀
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス

は
勿
論
欧
洲
全
般
法
医
学
の
元
祖
だ
つ
た
人
。
浅
田
注
。）
が
力
説
し
た
か
ら
で

あ
る
と
い
う
（
浅
田
著
書
三
十
八
頁
）。
す
る
と
、
縊
死
体
の
口
か
ら
は
舌
が
出

て
い
る
と
い
う
知
見
を
、
秦
朝
の
死
体
観
察
者
は
、
西
欧
の
法
医
学
者
よ
り
も
実

に
千
八
百
年
も
先
ん
じ
て
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
縊
死
体
の
口
か
ら
常
に
舌
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
舌
は
舌

根
部
圧
迫
の
程
度
に
応
じ
て
歯
列
の
前
方
へ
挺
出
す
る
」（
前
掲
『
標
準
法
医
学
』

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

一
三

(一
五
六
二
)
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一
〇
五
頁
）
か
ら
、「
縊
死
で
は
舌
を
歯
列
か
ら
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
舌
の
突
出
の
有

無
を
も
っ
て
縊
死
で
あ
る
、
あ
る
い
は
縊
死
で
は
な
い
な
ど
と
即
断
し
て
は
な
ら
な
い
。」（『
学
生
の
た
め
の
法
医
学
』
南
山
堂
、
二
〇

〇
九
年
第
六
版
。
七
十
七
頁
）
ま
た
、
絞
死
体
で
も
「
舌
を
屢
々
挺
出
し
て
ゐ
る
」（
井
上
前
掲
「
窒
息
各
論
」
一
二
五
頁
）
か
ら
、
舌

が
出
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
縊
死
体
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

令
史
某
の
爰
書
に
「
下
に
矢
溺
を
遺お

と

し
、
両
脚
を
汚
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
糞
尿
の
漏
出
は
、
窒
息
死
一
般
に
伴
う
現
象
で
あ
る

か
ら
、
縊
死
か
否
か
の
判
断
に
は
役
立
た
な
い
が
、
本
当
に
そ
の
場
で
首
を
つ
っ
た
の
か
ど
う
か
の
判
断
に
は
役
立
つ
。
浅
田
前
掲
『
首

つ
り
と
窒
息
死
』
は
「
予
め
排
泄
し
て
い
た
ら
大
小
便
は
も
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
も
ら
さ
れ
て
い
た
ら
其
の
（
遺
体
の
。
佐
立
注
。）

直
下
で
あ
る
。
絞
扼
殺
の
様
な
外
の
手
段
で
殺
し
て
か
ら
つ
ゝ
た
と
し
た
ら
大
小
便
は
殺
し
た
場
所
で
も
ら
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。」

（
五
十
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
令
史
某
の
爰
書
に
「
下
に
矢
溺
を
遺
す
。（
遺
体
の
下
方
に
糞
尿
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。）」
と
あ
る
か

ら
、
首
を
つ
っ
た
の
は
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

令
史
某
の
爰
書
に
「
兵
・
刃
・
木
・
索
の
迹
無
し
。（
遺
体
に
武
器
、
刃
物
、
木
棒
、
縄
索
に
よ
る
攻
撃
の
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
丙
の
遺
体
に
損
傷
が
全
く
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
と
い

う
の
は
、
令
史
某
の
爰
書
に
拠
れ
ば
、
壁
に
頭
と
背
中
と
が
接
触
す
る
位
置
で
首
を
つ
っ
て
お
り
、
遺
体
は
生
絹
の
肌
着
、
は
か
ま
し
か

着
て
お
ら
ず
、
は
だ
し
で
あ
っ
た
か
ら
、
窒
息
に
伴
う
痙
攣
に
よ
っ
て
、
身
体
が
壁
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
結
果
、
遺
体
に
相
当
の
損
傷
が

残
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
浅
田
前
掲
『
首
つ
り
と
窒
息
死
』
は
「
一
般
に
壁
に
沿
つ
て
吊
る
と
、
そ
し
て
そ
の
壁
が
柔
か
で
ツ
ル
ツ
ル
し

て
い
な
い
限
り
、
手
背
は
ス
リ
キ
ズ
で
お
ゝ
わ
れ
る
。
壁
紙
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
た
り
、
花
模
様
が
幽
か
に
も
り
上
つ
て
い
る
だ
け
で
も
、

キ
ズ
つ
く
（
原
注
。
ま
し
て
我
国
の
土
の
壁
の
様
な
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
堅
い
も
の
で
は
尚
更
。）
痙
攣
の
時
そ
の
壁
に
手
背
が
ゴ
ツ
ン
ゴ
ツ
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ン
と
あ
た
つ
た
り
、
す
り
つ
け
た
り
す
る
と
爪
で
ひ
つ
か
い
た
と
思
わ
れ
る
様
な
ス
リ
キ
ズ
が
出
来
る
。
之
は
慣
れ
な
い
も
の
は
暴
力
の

痕
跡
と
見
る
が
、
首
つ
り
の
場
合
に
は
何
で
も
な
い
の
で
あ
る
。」（
三
十
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

令
史
某
は
、
丙
の
遺
体
の
損
傷
を
見
て
、
痙
攣
に
よ
っ
て
身
体
が
壁
に
打
ち
つ
け
ら
れ
て
で
き
た
損
傷
で
あ
っ
て
、
他
人
の
攻
撃
を
受

け
て
で
き
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
、「
兵
刃
木
索
の
迹
無
し
。」
と
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
本
当
に
遺
体
に
損
傷
が
な
か
っ

た
と
す
れ
ば
、
死
後
に
吊
る
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
糞
尿
の
状
態
を
見
る
と
、
首
を
つ
っ
た
の
は
遺
体

が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
壁
の
状
態
と
痙
攣
の
仕
方
と
に
よ
っ
て
、
偶
然
、
遺
体
に
目
立
っ
た
損
傷
が
残

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
を
記
し
た
部
分
に
「
尽
く
其
の
身
、
頭
髪
中
及
び
篡
を
視
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
篡
」
は
肛
門
と
陰

門
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
頭
髪
の
中
、
肛
門
及
び
陰
門
を
観
察
す
る
か
と
言
え
ば
、
脳
天
や
肛
門
に
釘
や
針
が
打
ち
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
閻
前
掲
『
出
土
文
献
与
古
代
司
法
検
験
史
研
究
』
二
十
八
頁
）。

令
史
某
の
爰
書
に
「
索
を
解
く
に
、
其
の
口
鼻
よ
り
気
出
で
て
喟
然
た
り
。（
縄
を
解
く
と
、
そ
の
口
鼻
か
ら
深
く
た
め
息
を
つ
く
よ

う
に
空
気
が
出
ま
し
た
。）」
と
記
さ
れ
、
首
つ
り
死
体
の
検
験
方
法
を
記
し
た
部
分
に
「
索
を
解
き
、
口
鼻
喟
然
た
り
や
不い

な

や
を
視
る
。」

「
口
鼻
喟
然
た
ら
ざ
れ
ば
、（
中
略
）
？
死
は
審
ら
か
に
し
難
き
な
り
。」「
即も

し
死
し
て
久
し
け
れ
ば
、
口
鼻
或
い
は
喟
然
た
る
能
わ
ざ
る

者
あ
り
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
口
鼻
喟
然
た
り
」
と
い
う
現
象
は
、
閻
前
掲
『
出
土
文
献
与
古
代
司
法
検
験
史
研
究
』（
二
十

六
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
死
声
」
と
呼
ば
れ
る
死
体
現
象
で
あ
る
。
錫
谷
徹
『
法
医
診
断
学
』（
南
江
堂
、
昭
和
四
十
七
年
）
は

「
横
隔
膜
に
死
体
硬
直
が
起
こ
る
と
、
横
隔
膜
は
扁
平
と
な
り
、
胸
膜
腔
の
容
積
は
増
加
す
る
。
縊
死
の
死
体
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

胸
膜
腔
の
容
積
が
増
加
し
て
い
る
時
に
頸
部
を
緊
縛
し
て
い
る
索
状
物
を
急
に
解
く
と
、
空
気
が
気
道
内
に
流
入
し
、
か
す
か
な
音
声
を

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て

一
五
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五
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〇
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発
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
T
otenlaut（
死
声
。
佐
立
注
。）
と
い
う
。」（
五
十
四
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
す
る
と
、「
口
鼻
か
ら

空
気
が
出
て
喟
然
と
な
る
。」
と
い
う
観
察
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
口
鼻
か
ら
空
気
が
入
っ
て
喟
然
と
な
る
の
で
あ
る
。

四

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性

前
節
で
は
、『
封
診
式
』
の
「
経
死
」
節
に
記
さ
れ
て
い
る
首
つ
り
死
体
に
関
す
る
知
見
と
現
代
の
法
医
学
の
知
見
と
を
比
較
し
て
、

前
者
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
、
紀
元
前
三
世
紀
の
知
見
を
現
代
の
知
見
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
自
体
が
驚
き
で
あ
る
。
現
代
の
法
医
学
で
も
、
縊
死
体
の
外
表
の
観
察
点
は
、「
経
死
」
節
に
記
さ
れ
て
い
る
観
察
点
の
他
に
は
、
顔

面
の
鬱
血
の
有
無
、
眼
結
膜
の
溢
血
点
の
有
無
、
死
斑
の
状
態
ぐ
ら
い
で
あ
る
。「
経
死
」
節
に
記
さ
れ
て
い
る
首
つ
り
死
体
に
関
す
る

知
見
を
秦
朝
の
法
医
学
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
秦
朝
の
法
医
学
の
こ
の
よ
う
な
先
進
性
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
崎
佐
『
明
治
前
日
本
裁
判
医
学
史
』（
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
五
巻
所
収
、
日
本
学
術
振

興
会
、
昭
和
三
十
二
年
）「
総
説
」
は
「
裁
判
医
学
（
法
医
学
の
別
名
。
佐
立
注
。）
は
、
国
家
に
法
的
秩
序
が
確
立
し
て
、
刑
罰
権
が
明

確
と
な
り
、
そ
の
適
正
な
運
用
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
実
際
の
必
要
が
な
い
の
で
発
達
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
権

力
者
が
自
己
の
恣
意
の
ま
ゝ
に
刑
罰
権
を
行
使
す
る
時
代
で
は
、
た
と
え
刑
罰
法
規
が
制
定
さ
れ
、
強
力
な
刑
罰
権
が
あ
つ
て
も
、
裁
判

医
学
（
中
略
）
な
ど
を
顧
慮
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
殆
ど
そ
の
姿
は
現
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
裁
判
医
学
は
、
法
的
秩
序
の
存

在
と
刑
罰
権
の
消
長
と
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
古
畑
種
基
『
法
医
学
ノ
ー
ト
』（
中
央
公
論
新
社
、
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）「
あ
と
が
き
」
は
、
右
の
山
崎
著
書
の
文
章
を

承
け
て
、「
法
医
学
は
法
治
国
と
し
て
法
的
秩
序
が
出
来
上
り
、
し
か
も
、
刑
罰
が
法
律
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ

関
法

第
七
〇
巻
五
号
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九
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の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
発
達
も
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
権
を
重
ん
ず
る
国
家
で
な
け
れ
ば
法
医
学
は
重
ん
ぜ
ら
れ
な
い
。」

（
三
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秦
朝
で
は
、
睡
虎
地
秦
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
律
文
及
び
律
文
解
釈

が
示
す
よ
う
に
、「
法
治
国
と
し
て
法
的
秩
序
が
出
来
上
り
、
し
か
も
、
刑
罰
が
法
律
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
」
い
た
。
刑

罰
を
法
律
に
従
っ
て
正
し
く
科
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
が
犯
罪
事
実
を
正
確
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
が
犯
罪
事
実
を
正

確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
こ
そ
、『
封
診
式
』
の
「
経
死
」
節
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
法
医
学
の
知
見
が
必
要
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

法
律
に
従
っ
て
刑
罰
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
想
は
罪
刑
法
定
主
義
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
の
一
つ
は
、
官

吏
の
横
暴
か
ら
人
民
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
「
法
令
は
民
の
命
な
り
」（
本
誌
第
六
十
五
巻
第
四
号
掲
載
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

『
商
君
書
』
の
「
定
分
」
篇
に
「
法
令
は
民
の
命
な
り
。
治
を
為
す
の
本
な
り
。
民
に
備
う
る
所
以
な
り
。（
法
令
は
民
の
命
で
す
。
政
治

の
根
本
で
す
。
民
を
守
る
手
段
で
す
。）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
そ
の
も
の
は
前
漢
時
代
に
入
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
文
の
内
容
は
、
秦
朝
の
国
家
思
想
で
あ
っ
た
罪
刑
法
定
主
義
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
秦
朝
は
、
法
令
に
よ
っ
て
民
を

守
る
国
家
、
即
ち
「
民
権
を
重
ん
ず
る
国
家
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
秦
朝
の
法
医
学
は
先
進
性
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔附
記
〕
大
変
短
い
も
の
で
す
が
、
本
稿
を
寺
嶋
俊
穂
先
生
、
山
本
慶
介
先
生
、
𠮷𠮷
田
徳
夫
先
生
に
捧
げ
、
三
先
生
の
御
退
職
の
記
念
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
先
生
方
の
御
健
康
、
今
後
の
御
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

秦
朝
の
法
医
学
の
先
進
性
に
つ
い
て
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